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認知能力(IQ)とは
人の知能の基準（観察力・洞察力・記憶力・学習能力・知能指数）を数値化したもの

・IQがわかることで「発達障害などの疾患の診断」や「適切な療育方法

の方針決定」のために活用することができる。

・子どもの能力に最適な教育を受ける機会を提供しやすくなる、能力開

花のためのサポートを効果的に実践しやすくなる

・IQは年齢や発達によって変動する。指標のひとつに過ぎない

・IQテストには言語・音楽・創作活動などは含まれない。音楽や芸術の

能力は評価できないということ。

子どもの能力を100％評価できるものではない



非認知能力（EI）とは
数値化できない「生きていくために必要な能力」

学力やIQといった数値で測れるものではなく、協調性やコミュニケーション力など数値では測りにくい能力全般を意味します。
日本生涯学習総合研究所による非認知能力の代表的な能力

【非認知能力の例】

協調性

コミュニケーション力

主体性

自己管理能力

自己肯定感

実行力

統率力

創造性

探究心

共感性

道徳心

倫理観

規範意識

公共性

【非認知能力が育まれるあそび】

・ごっこ遊び

・外遊び

・水遊び

・空き箱や洗濯ばさみで工作

・読み聞かせ

・歌を通じた遊び

・お手伝い

・自由あそび
参考：https://point-g.rakuten.co.jp/educare/articles/2020/kids_cognitive/





発達の順序性
かつて発達は遺伝的なものに左右されると考えられていました。いくら教
育しても生まれつきなので仕方ないという考えが大部分を占めていたので
す。

しかし今では、遺伝的なものと同じくらい環境的な影響も大きいと考えら
れています。

発達は右肩あがりに直線的に進んでいくものでなく、一時的に足踏み状態
になったりさか戻りしているように見えることもあります。

その時期、その時期に顕著に現れる行為を十分に保障することが「発達の
援助」であり、その後の「発達を助長」することになるのです。

発達は個々によって差はありますが、必ず決まった順序で進んでいきます。

生まれた赤ちゃんははいはいの時期を経ずに歩くことはできないのです。
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